
公益社団法人日本山岳会 東九州支部報 第１０８号 令和７年１月２５日（土）発行 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 108 号 

  公益社団法人日本山岳会東九州支部 

2025 年 1 月 25 日(土)発行 

も   く   じ 

１．支部活動 

 

古典「山岳」拾い読み No6 １０ 

 支部長 新年あいさつ   2 こぎこぎ倶楽部山行 地蔵峠と立石の城山 １１ 

 忘年登山 鉄輪ヶ城・高熊山・妙見山  ２ こぎこぎ倶楽部山行 上峠から本峠まで １３ 

忘年会 横岳荘にて  ３ こぎこぎ俱楽部山行 鹿鳴越東ルート １４ 

シニアトッレキング 花牟礼山   ３ フンザへの旅(その 1) １５ 

第 5 回 登山教室 座学   ４ ユースの交流会に参加して １６ 

 

も   く   じ 

１．支部活動 

 

古典「山岳」拾い読み No6 １０ 

 支部長 新年あいさつ   2 こぎこぎ倶楽部山行 地蔵峠と立石の城山 １１ 

 忘年登山 鉄輪ヶ城・高熊山・妙見山  ２ こぎこぎ倶楽部山行 上峠から本峠まで １２ 

忘年会 横岳荘にて  ３ こぎこぎ俱楽部山行 鹿鳴越東ルート １３ 

シニアトッレキング 花牟礼山   ３ フンザへの旅(その 1) １４ 

第 5 回 登山教室 座学   ４ ユースの交流会に参加して １５ 

 第 6 回 登山教室 実地 みそこぶし山  ４  アマダブラムエクスペディションに参加して １６ 

10 月月例山行 木山内岳～夏木山   ５ アマダブラムエクスペディションから １８ 

 11 月月例山行 木山内岳～桑原山   ６ 大崩山の思い出 １９ 

令和 6 年度年次晩餐会報告  ６ 私の無名山ガイドブック・No95 ２０ 

晩餐会記念懇親山行 鋸山 ７ 喜寿記念山行に参加して ２０ 

２．個人投稿   第 37 回宮崎ウエストン祭に参加して ２２ 

ペンリレー（第 51 回） ８ 3．お知らせコーナー  

より安全な登山のために（№5６） ９  後記 ２４ 

 

忘年登山 鉄輪ヶ城(462ｍ)山頂にて(2024.12.14) 



公益社団法人日本山岳会 東九州支部報 第１０８号 令和７年１月２５日（土）発行 

2 

 

2025 年が始まりました。本年は我々にとっ

て記念すべき年です。明治 38 年（1905年）に

日本初の山の会として日本山岳会が誕生して、創

立から 120 年となりました。120 年とは 60 年

の２倍、つまり還暦が二度巡ってきたことにな

り、これを大還暦と言います。還暦の意味は干支

（十干十二支）が一巡して誕生の干支に還ること

から、新たな出発が出来ることです。 

 さて山岳会の大還暦、何をするかとなると我々

の山岳会の理念にヒントがあります。2024年

度の JAC 総会議案書の最終ページに日本山岳会

の理念が記載されています。スローガンとして

「みんなの日本山岳会」をかかげ、そのストーリ

ーのために◉山を知り山を大切にし山の魅力を感

じよう ◉山登りを仲間と一緒に生涯を通じて楽

しく続けよう ◉山登りを安全に楽しむために、

自立した登山者になろうとされています。 

 多くの情報が発信され、便利な装備が開発さ

れ、快適な山小屋が増え、登山道には安全対策が

なされても、山岳遭難は増え続けている。それは

山岳が昔と変わらず、自然環境や厳しさを保って

いることに、我々がそれを思っていないことによ

ると思います。また、山は変わらないのに、我々

は、日々歳をとっていくことにも気がついていな

いかもしれない。昨年より、今年は、一つ歳をと

ったと。 

 そこで我々は、山岳会（組織）・個人とも謙虚

に、地道に、上記のストーリーを努力したい、東

九州支部会員には、協力をお願いいたします。   

 

 

2024年 12月 14日(土) 天気：晴れ時々曇り  

杵築市大田ポケットパークはだかた9時30分 

集合。駐車場が狭いので乗合わせて来るようにと

事前に連絡があったため、うまく駐車出来た。 

 安東支部長の挨拶の後、10時出発。車道を通

り民家のある坂道を20分位歩くと、赤い鳥居が

連なる白川稲荷に到着、お稲荷さんにビックリ。

鳥居の中の階段を上がると白川稲荷大明神、さら

に気持ちの良い登山道を進んでいき、少し急な登

りを上がると鉄輪ｹ城山頂。10時 50分到着。

11時に少し早めの昼食をとりはじめ、11時 30

分出発。次の高熊山へ縦走の予定でしたが、登山

道が険しいようで、登って来た道を乗越まで戻

り、ポケットパークはだかたまで戻る組7名と

高熊山に行く組に分かれる。 

 乗越から里道に入り、登山道を進むと次の目的

地高熊山山頂に12時 55分着。正面には石組の

台座の上に大きな弘法大師像が立てられている。 

 最後の目的地妙見山へ。倒木の多い林の中の登

山道を進むと、視界が開けてきた。さらに進むと

柵があり、ゲートを開けると、放牧地なのか牛の

フンがあちらこちらにあり、避けて歩くのが大変

だった。10分位進むと妙見山到着（13時 55

分）。三角点を探すと、木の中に埋もれていてよ

うやく見つけだす。正面には国東半島の全山がパ

ノラマで見え眺望がよく、最後の記念写真を撮り

下山する。 

 

 車道をしばらく歩くと、14時 15分に石造り

の道標が建てられいる場所に到着。昔の面影を感

じる。今は車道を歩くが、昔はやぶこぎをして、

はだかたまで直接歩いていたという話しを安東支

部長より聞く。ポケットパークはだかたの駐車場

に14時35分到着。無事に下山する。解散式終

了後帰路へ。忘年会参加者は横岳荘に移動する。 

参加者・・・首藤、興田、加藤、阿南、安東、飯

田(勝)、佐藤(秀)、中野(稔)、下川、宮原、工藤、

土屋、神田、佐藤(裕)、境、深草、平原(健)、山

2025 年 新年の挨拶 

     

      安 東 桂 三(会員 9193) 

 

 

 

忘年山行 鉄輪ヶ城(462ｍ)〜

高熊山(480ｍ)～妙見山(481.2m) 

     神 田 美 代 子(会員 16235) 
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村、中野(梨)、松村、石川、後藤、佐藤(ま)、清水

(道)、清水(久)、古谷(耕)、平原(瑞)、榎園、古谷

(あ)、青木、飛高、諸田、吉田、上野、佐藤(美)、

井村、中島、河村、興梠、丸井(弘)、丸井(元)、矢

野、土谷、濱田、野底、廣瀬(計 46名) 

 

 

2024年 12月 14日(土)PM18時 30分から 

横岳山頂にある宿泊施設で、支部忘年会を開催

した。妙見山下山後ポケットパークはだかたより

20分位で到着。辺りが自然公園になっており、テ

ニスコート２面やログハウス等もあり、眺望もよ

くてびっくり。当日は、今年一番の寒さだったよ

うで、身体も冷え切った状態で早くお風呂に潜り

たい心境のところ、施設の方の「お風呂いいです

よ」の声で女性陣は、皆一斉にドボーン、身体も温

もり、ほっと一息。 

 忘年会は夕方6時30分からだったので、ゆっ

くり時間があるが、お腹もすいてきて待ち遠しい。

食べられないが、飲むのはいいということで、宿

舎の向かいにある場所に移動し、役員の方が準備

してくれたビールやお酒おつまみでひとまず乾杯。 

 やがて6時30分、忘年会開始。阿南事務局長

の開会の挨拶、続いて安東支部長の挨拶。お話し

の中では、今年の大分県の山での死亡者が４名あ

ったことに触れ、本支部では山での怪我もなく無

事に終わったことに感謝しつつ、来年も安全に楽

しく登りましょうとのお話しがあった。その後首

藤先生の乾杯の音頭でカンパイ。 

 食事はお弁当形式で、温かいとり汁と茶碗蒸し

でした。食事をしつつ、参加者全員が今年の山で

の反省や良かった事、来年への抱負等、ひとりひ

とり発表し参考になった。 

 興田さんの言葉「山に感謝、仲間に感謝」に、一

同拍手で盛り上がる。その後、2 回目の乾杯があ

り、再び首藤先生の乾杯の音頭、「2回目やります」

と大きな声で全員でカンパイ、各々に談話をしな

がら、おいしいお酒も入り楽しい時間を過ごしま

した。 

 最後に、全員並んで記念写真撮影。飯田さんが

カメラのシャッターのタイマーを押し、走って列

に入り、皆さん笑顔でパチリ。閉会の挨拶後、男性

陣は2次会の部屋へ。 

 今回の忘年会は、女性の参加が少なかったこと

から、下川副会長より「本会は、意見交換をしたり

山の情報を得たりでき、仲間の輪を広げるよき機

会なので、より大勢の方に参加してほしい」との

お言葉がありました。皆さん、来年は是非参加し

ましょう。 

参加者・・・・首藤、興田、加藤、阿南、安東、飯田

(勝)、中野(稔)、田所、下川、宮原、土屋、神田、深

草、中野(梨)、石川、榎園、上野、井村、矢野、濱

田 (計 20名) 

 

 

2024 年９月２９日（日） 

第２回シニアトレッキングが開催されました。今

回は黒岳の北側に位置する花牟礼山登山でした。 

 午前８時旧阿蘇野小学校に集合、参加人数は３

９名でした。当日は直入阿蘇野町づくり委員会の

ご厚意により、駐車場としてグラウンド(事前に草

刈りをして使用できるようにしてくれました）を

開放していただくとともに、校舎のトイレも使用

させてくれるなど便宜を図っていただきました。 

忘年会   

～横岳荘にて～ 

     神 田 美 代 子(会員 16235) 

第２回 シニアトッレキング 

花牟礼山（1170.3ｍ） 

      宮 川 和 彦(会友 296) 
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 参加者は４班に分かれ、８時からミーティング、

準備体操の後、班ごとに８時３０分に出発しまし

た。私は４月入会の新人のためか４班に組み入れ

られ、花牟礼山登山口まで車に分乗していきまし

た(他の班は当然歩きです)。始めは舗装された登

山道を登り、その後は笹に覆われた歩きにくい道

を登り、途中登山道において、事前にスズメバチ

の巣を山の所有者や由布市庄内支所の職員の方々

に除去していただく等ここでも大変お世話になり

ました。 

 我が班は下川さんと上野さんのリーダーの下、

８０歳を超える男性会員や７０代後半の女性会員

の健脚に驚愕しながら山頂を目指しました。最後

の急峻な登りもゆっくりしたペースで登ってくれ

、１１時２０分無事登頂することができました。 

写真撮影をして、比較的広い場所に移動して昼

食をとり、１２時に下山開始。１３時３０分小学

校到着、１４時に解散しました。下山時の舗装道

路では足に相当の疲労を覚え、登山口まで車で来

ていて本当に良かったと思いました。 

 やはり登山には減量と筋力アップ、持久力の強

化が必要であると痛感させられました。 

参加者・・・下川 CL、佐藤(裕)SL、飯田(勝)、佐

藤(秀)、中野(稔)、石神、藤澤、宮原、工藤、境、

深草、平原(健)、笠井、中野(梨)、松村、長野、遠

江、清水(道)、平原(瑞)、古谷(あ)、青木、飛高、

諸田、上野、中島、河村、高橋、興梠、上橋、丸

井(弘)、丸井(元)、井口、矢野、三重野、坂田、米

田、濱田、宮川、大前 (計 39 名) 

 

10月 3日(木)ホルトホール201号室 

 佐藤講師の講義で「地図の見方とコンパスの使

い方の基礎(座学)」を登山教室の生徒と山岳会員

合わせて30人ほどで参加させていただきまし

た。かなりの方向感覚の鈍い私、去年、初めて地

図とコンパスを使いながら山歩き(みそこぶし山)

に参加した時は、なるほど～と、少し納得したも

のの、復習をしようと地図を広げてみたら、ちん

ぷんかんぷん。 

 国土地理院25000分の1の地図に、4㎝間

隔で線が引かれている…はて、なんだったけ？

と、こんな調子で一年が過ぎてしまっていた。 

 字を見ると、眠くなるなぁ～と思いきや、あっ

という間の 2 時間。いつも、スマホの地図アプリ

に頼りっぱなしですが、今回、講習に参加し、紙の

地図と、スマホの地図のメリット・デメリット、紙

の地図の良さもわかり、地図の見方、地図記号等、

短時間ではありましたが、勉強することができま

した…とはいえ、まだまだ、地図の世界は、奥は深

いです。次に、実際の地図を持っての山歩きに挑

戦します。 

支部 安東、中野(稔)、佐藤(裕)、佐藤(彰)、笠井 

他 11 名・受講生 17 名 

 

2024 年 10月 20日(日) 雨、曇り 

九重森林公園スキー場 8 時半集合  

始めに総括の佐藤(裕)さんから、コンパスと地

図の整置の説明がありました。その後4班に分

登山教室 第 5 回 座学 

地図の見方とコンパスの使い方 

     土 谷 美 穂(会友 286) 

登山教室 第６回 実地 

みそこぶし山(1,299m)・ 

一目山(1287.4ｍ) 

     興 梠 晃 子(会友 268) 



公益社団法人日本山岳会 東九州支部報 第１０８号 令和７年１月２５日（土）発行 

5 

かれて、みそこぶし山に登ります。リーダー1班

は中野さん、2班は上野さん、3班は佐藤(彰)さ

ん、４班は佐藤(貴)さんです。9時20分頃に出

発しました。辺りは凄い霧で、足元の通路しか見

えないくらいです。小雨がパラつき風もありまし

た。登山口と特徴ある地形の所などで、地図とコ

ンパスをザックの中から取り出して進行方向や方

角の確認をしました。佐藤(裕)さんと各班のリー

ダー達が、コンパスの使い方を教えてくださいま

した。 

 大分県と熊本県の県境に山道があるので熊本県

の県境を知らせる小さな看板がありました。 

しばらく進むと、山道の横側にドウダンツツジ

が、何キロ先まで？も紅葉していました。ドウダ

ンツツジの紅葉は、雨に濡れて霧もかかり、ピン

クのような薄い赤色に見えました。歩いている時

に、どこまでも続く紅葉を見ると癒されます。 

11時 25分頃にみそこぶし頂上に着きまし

た。まだ辺りは霧に覆われていました。頂上から

少し降りた広い場所で、お昼休憩。この頃には晴

れていて、山の下の風景を見ながら昼食をとるこ

とができました。 

下山途中に雲や霧で今まで見えなかった向かい

の山の頂が見えた時、「わあー」という歓声があ

がりました。そして雲の流れでまた、見えなくな

りました。天気が晴れて歩きやすくなりました。

帰り道で見るドウダンツツジの紅葉は、霞がかか

ってなく、濃い赤色でした。みそこぶし山を降り

て、2名の方が、「一目山に登らないで駐車場に

行きます。登る体力がありません。」と、リーダ

ーに話して降りて行きました。皆は一目山に登り

ました。 

13時 50分頃に頂上に着きました。頂上から

見る景色は絶景でした。一目山から見える黒岩山

などの方角や位置をコンパスで確認することが出

来ました。下山途中に、背の低いススキがあり、

日の光を浴びて風に揺れキラキラして綺麗でし

た。紅葉し始めている木々がありました。  

15時頃、皆、無事に下山出来ました。天気が良

くなったところで、最後に地図の整置の研修をし

て解散しました。 

佐藤(裕)さんから今日の終わりの挨拶があり

「日頃の散歩の時などにコンパスを使ってみると

いいですよ。」と話されていました。私は以前に

コンパスの使い方を習っていましたが、日常に使

わないので、使い方を忘れていた所がありまし

た。コンパスが使えるようになると、登山がもっ

と楽しくなります。なので時々、散歩に行く時

に、コンパスと地図を持って出かけてみようと思

います。 

支部 佐藤(裕)CL、佐藤(秀)、中野(稔)、下川、

佐藤(彰)、他 12 名・受講生 18名 

 

2024 年 10月 13日（日）は登山日和。 

登られた方から木山内岳からの縦走はおすすめ

ですよと言われ、参加しました。夏木山は九州百

名山。 

藤河内駐車場 6時着、鹿島リーダーを先頭に総

勢８名で登山開始。観音滝コースから。登り始め

は気温低く寒かったですが、急登続きですぐに汗

ばみ、しばらくして衣類調整タイム。途中渓谷ポ

イントに寄りながら写真撮影。観音滝は落差 73.4

ｍで圧巻の迫力！ 

次にリーダーより木山内岳までのルートを尾根

伝いで行くと近いですと提案され、意思確認され、

皆さんの同意のもと進みました。まあまあ楽しい

尾根登りでした。 

お天気に恵まれ、木山内岳頂上から周辺の山々

を眺め、あれが五葉、向こうが夏木山と皆さんで

話しながら美しい眺望を楽しみました。 

木山内岳と要山の間の稜線上で昼食休憩。相変

わらずのアップダウンが続き、徐々に夏木山が近

づいて来る感じが…。 

左側には大崩山の岩峰が現れ、皆さん、何度も

足をとめて、写真撮影。傾山から祖母山にかけて

10 月月例山行  

木山内岳(1401ｍ)夏木山(1386ｍ)     

      図 師 由 紀 子(会友 273) 
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の稜線が非常に美しく、また足が止まります。足

元は藪を漕ぎ分けて進むような所も多く、リーダ

ーがなんとナタを取り出し、枝打ちをしながら進

まれる場面もありました。夏木山到着。嬉しさが

こみあげます。 

 
下山は激下りが続き、転げないように注意、緊

張が続きました。夏木新道登山口が見えたときは

ホッとしました。所々に落石、土砂くずれ跡があ

る林道歩きの 4.5 ㎞も下山後でしたが皆さん疲れ

知らず、速度を増し、予定とおり藤河内駐車場に

たどり着きました。 

初めてご一緒していただいた皆さんとも交流が

持て、有意義な山行となりました。アケボノツツ

ジ、シャクナゲの時期にもまた登りたいと思いま

した。同行者の皆様ありがとうございました。 

参加者・・・鹿島 CL、今川、清水(久)、榎園、

甲斐(英)、井村、山田、図師 計 8名 

 

2024 年 11月 17日（日） 

今回初めての縦走ということで、前夜の睡眠も

そこそこに早朝月明かりの下、家を出発。 

予定通り集合場所を４時半に出発して、藤河内

渓谷駐車場からまずは木山内岳を目指した。月明

かりはあるもののヘッドライトを着けて安全確保。

前日降った雨のせいか水量多く、渡渉するのに足

元に最善の注意を払った。 

私は 2回目の挑戦でしたが、今回はコースが違

い急峻な尾根をよじ登る感じでした。 

観音滝には立ち寄らずひたすら頂上へ。途中 傾

山や鹿納山が見え隠れしていたのに、頂上ではま

さかの濃霧。(てるてる坊主下げ忘れたからかな

ぁ?)背丈のある馬酔木の群生の中は道が分かりに

くかったが、鹿島リーダーの下、万次越を経て桑

原山に着いたのが 13 時過ぎ。予定していた七年

山は時間が足りずやむなく断念した。 

七年山分岐から下りて林道に出たときには 16

時過ぎていた。荒れた林道を歩くこと延々2 時間

弱。途中ヘッドライトも着けて登山口に１7 時半

到着。 

ふと足元に目をやるとヒル、ヒル、ヒル。皆で大

騒ぎ。11 月のこの時期にとビックリ!!ヒルだけに

ヒルんではいられません、次回は是非七年山に挑

戦しましょう。皆様 楽しい一日をありがとうご

ざいました。 

参加者・・・鹿島 CL、中野(稔)、佐藤(裕)、清水

(久)、榎園、甲斐(英)、佐藤(美)、井村、河村、三

重野、大前 計 11 名 

 

 

2024 年 12月 7 日（土） 

東京新宿の京王プラザホテルで令和 6 年度年

次晩餐会が開催され東九州支部からは９名が出席

した。晩餐会に先立ち、午後 1時から記念講演

会が行われまず初めに、創立 120 周年記念事業

「グレート ヒマラヤ トラバース」の報告が重

廣恒夫、吉井修、飯田邦幸、中村佳子会員からあ

った。6 回目の 24年秋隊ではインド.ヒマラヤの

踏査を行い、踏査の合間にはヒンズー教三大聖地

巡礼やダライ.ラマ公邸の訪問などもしたとのこ

と。ラダック踏査ではカンヤツェⅡ6240ｍ登頂

1１月月例山行  

木山内岳(1401ｍ) 桑原山(1408ｍ)     

      大 前 京 子(会友 299) 

令和 6 年度年次晩餐会報告 

(講演会 同時開催) 

      下 川 智 子(会員 14505) 
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も果たしているが－20°Cの中、午前 1 時出

発、12時半過ぎ登頂、18 時過ぎにＢＣに戻る

という過酷な長時間山行で重廣隊員は両手に凍傷

を負った。各隊員から報告があったが、それまで

順調に踏査してきて何があってもカンヤツェ山頂

に立つと意気込んでいたがアタック前夜の夜中に

突然呼吸が苦しくなり高度障害のため翌朝下山を

余儀なくされた中村隊員の「登るぞという意欲だ

けでは登れない。山頂を踏めなかった故に多くの

ことを学んだ」という言葉が深く心に残った。 

次に今年の秩父宮記念山岳賞を受賞した京都大

学の酒井治孝名誉教授の「私のヒマラヤ山脈形成

史の研究」と信州大学の中村浩志名誉教授の「甦

った神の鳥 雷鳥」と題する講演が行われた。酒

井教授のヒマラヤの地形と地質の講演は専門的で

理解が難しかったけれどグレートヒマラヤの成り

立ちを知る一助になった。 

休憩をはさみ、中村教授の中央アルプスに雷鳥

を復活させる事業に取り組み 5 年で 130 羽まで

になるまでの報告が行われた。最後に特別講演と

して山岳写真家の菊池哲男氏が「夜の山に抱かれ

て撮る山岳夜景」と題して多くの写真を紹介しな

がら講演した。講演会には天皇陛下もご臨席され

最後まで楽しそうに聞かれていた。 

 17 時、全国から約 320 名の会員が参加して

晩餐会が始まりまず橋本しをり会長の挨拶、物故

会員への黙祷、新永年会員顕彰、新入会員紹介、

秩父宮記念山岳賞受賞者挨拶と続き恒例の鏡開き

のあと乾杯をして各テーブルごとに会食、歓談が

始まった。今年は支部同士の交流を促進するため

会員の興味関心のあるテーマごとにテーブル配置

が工夫されていた。私のテーブルには東京多摩支

部の会員の方が 3 名いて新しく作られる東京支

部の話題がでていた。懇談は盛会のうちに来年の

120 周年での再会を約して 20 時閉会した。 

支部参加者・・・阿南、安東、飯田(勝)、中野

(稔)、佐藤(壮)、菅、下川、中野(梨)、日向 

2024年 12月 8日（日）の記念山行は千葉

県鋸山（329.5ｍ）。東京駅に6時半集合、千葉

県 JR浜金谷駅に向かう。9時半、千葉支部の三

田支部長の挨拶のあと約3５名の参加者が３班に

分かれて鋸山を目指して出発。上りは車力道コー

スを登り、浜金谷駅から15分ほどで車力道入口

に着く。そこから傾斜のあるコンクリート道をし

ばらく歩くと階段の登山道が始まる。始めだけか

と思っていたが40分後の分岐までずっと階段が

続く。それも傾斜が急なので手すりを捕まえて登

らないと登れな

い。途中に昔の

石切り場跡が見

える。分岐を過

ぎるとさらに急

な絶壁階段が現

れる。 

階段を登り上がると展望台まで一息。東京湾展

望台と呼ばれる展望台からは遠くに富士山、箱根

の山などがきれいに見えた。そこからさらに15

分くらいアップダウンのある登山道を歩くと鋸山

山頂。山頂は木に囲まれ眺望はよくない。山頂に

は一等三角点と国土地理院の菱形基線測点があっ

た。展望台まで戻り昼食。下山は分岐から観月台

コースを下った。天気に恵まれ全国から参加の会

員と初めての千葉の山を楽しく登ることができ

た。 

支部参加者・・・中野(稔)、佐藤(壮)、下川、中

野(梨) 

 
 

 

 

晩餐会記念懇親山行 

鋸山（329.5ｍ） 

      下 川 智 子(会員 14505) 
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ペンリレー・第 ５１ 回 

        ちょっとした「危機」の記録 
唐 津 敏 徳（会員 16208） 

僕もちょっとした危機の系譜を辿ってみたいと思います。 

難易度の高い山に登るようなことはないのでサンデー・クライマー 

向けです。          

 ・2017 年 1 月 9日 文珠山  

雨後にちょっとしたルート誤りの末、すぐそこだからと直登を試んだと 

ころ、足元がグズグズで動けないなった。ちょっと踏ん張るとズルズル 

と奈落へ落ちる気配に（それなりの斜面で下も見渡せない）恐怖を感じ 

ました。 

ルートを見失ったら無理しないで引返す（丹生さんの教訓）、初心者の僕が学んだ瞬間でした。  

・2019 年 5 月 12日 福岡・「水不足」  

新しいルートを縦走しようと二丈岳から女岳方面から羽金山、そして雷山まで歩いてみようと。

YAMAP 地図は前編、後編、合計距離は 23.8km とかなりタフな行程に。羽金山から雷山へアップ

ダウンをうんざり繰り返して、景色もないしかなり過酷な縦走路です。試練はそろそろもういいで

す、と何度念じたろう。が、長野峠から雷山への道もダラダラと急登が続く。同じ角度の足首、太も

も、背骨で息遣いも荒く、水も減って来た。ヤバイよヤバイよ。（十分な水を用意していましたが、

体力の消耗と共に水も無くなっていった。後記）突然、「水場」の標識が目の前に！！助かった！ヤ

ッタァー神様！水場 5 分、ありがとう！標識を左に下り 3 分くらいで水場へ。（「神様ありがとう

ございます」というやや敬虔な気分になったのを今でも覚えています。後記） 

・2019 年 4 月 7日 福岡・「日照り」  

「採銅所駅」から牛斬山を経由し福智山ピストンを計画（20Km）。結果は暑さにバテバテで「夏

に向けて縦走は気をつけないとな」と気づきを得る山行になりました。人気の虎尾桜を探してみたも

のの見つからず撤退。鷹取山のピークも断念し、福智山へ登り返す中で予想通り疲れが出て復路も長

いのに！とちょっぴり不安な気持ちに。だってあの登りとあの厄介そうなガレ場の下りがあるしと思

うと、やれやれという気持ちに。振り返ると長い縦走路がほぼ直射日光に当たるルートで薄曇りでは

ありましたが日差しが体力を奪ったんだなと。キツくて何度かゴロンと横になり「バテタたぁ、バテ

たぁ」と声をあげて気力が回復するのを待ちました。 

なんとか下山して日照り対策（日傘をさす、つばの広い帽子をかぶる等）は水対策とは別途必要だな

ぁと思った次第です。  

・2024 年 12 月 7日 福岡 宝満山 13.5ｋｍ  

紅葉が綺麗な太宰府天満宮を抜け、竈門神社手前の道を左へ、うさぎ道を登り、宝満山頂上へ。 下

りは猫谷新道をチャレンジ。これがルートがなかなか分かりにくい笑。下りては返しを何度か繰り返

してなんとか無事に下山しました。猫谷川新道を求道するタフな方もそこそこいるらしく、天狗のよ

うにササっと僕らを残して下りていった方もいましたが、そこそこの上級者向けのルートかと思いま

す。（←人気で整備された山でも裏ルートは案外未整備でテープも少なく難路でした。)YAMAP の

道迷い機能もあまり役に立たないほどルートらしいルートがない猫谷川新道、恐るべし。YAMAP

も当然なことながら万能ではないです。後記） 竈門神社の紅葉は綺麗で人もたくさん。つくしの湯

まで歩いて 12 分、ざっと汗を流して、まほろば号乗り場へ。が、バス待ちに行列ができてたので太

宰府駅まで 30 分ほど歩きました。関東から宝満山に登りたいとやって来た高校同級生とあれやこれ 

（次ページへ続く） 

 

トも確認し、とこれも結構なリスクだなぁと感じました笑 後記） 以上、危機の系譜を振り返って

みました。 
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 新型コロナウイルスに感染したあとで、続く症

状についての研究はいくつかの研究所でなされて

いるが。国立国際医療センターでまとめられた結

果、感染から 1年半の段階でも、4人に 1人が

後遺症とみられる症状を訴えていたことがわかっ

た。 

その障害は多岐にわたり、記憶障害、集中力の

低下、味覚異常、ブレインフォグなどがあった。

コロナ感染の症状が中等症や重症だった人は、息

切れ、咳、倦怠感が続く傾向があった。 

 私は過去に 2度ばかり、コロナ感染に罹っ

た。最初は 2022年 11月 3 日。この時は感染

による自宅療養が終わった 11 月 11 日に、単独

で低山に登った。大分西部にある低山、戸塚 

山（標高 294.6ｍ）を佐野植物公園から往復し 

た。登山口の公園の標高は約 100ｍなので、標

高差はわずか 200ｍ程。駐車場より展望台へ、

高圧線の巡視路から、戸塚山の西尾根にかかった

ときに、呼吸が苦しくなった。まるで標高

3000ｍくらいを歩いているような酸欠を感じ、

コロナ感染により肺機能が影響を受け、酸素の取

り込みが出来なくなっているなと思った。その肺

機能は、元に戻るか戻らないままかと心配しなが

ら、その後もクライミングや、ハイキングを行

い、約 1 ヶ月後には、肺のことは忘れるくらい

の状況になった。 

 次にコロナ感染は 2024 年 10 月 3 日。本年

は秋にネパールのアマダブラム（6812ｍ）に登

ると決めていたので、多くの時間を割いて、その

準備、トレーニングを行っている最中の感染だっ

た。技術トレーニングのため、高崎山の岩、由布

岳の観音岩、山渓ウォールなどで、アッセンダー

ワーク（固定ロープを登る練習）を行い、高所ト

レーニング（酸素濃度の薄い場所での登山）を富

士山で行った。富士山は 6 月 14～15 日、9 月

29～30 日の 2回行った。二回目の 9 月 30 日

帰宅中、特急ソニックの列車内、隣のボックス席

で咳き込んでいるマスク無しの男性がいて、小倉

から大分への間、その咳に悩まされた。 

 10 月 1 日、2 日、3日と過ぎ、3 日には、私

も咳が出るようになり、翌 4 日の発熱外来受診

で、コロナ感染で 3日を発症日とすると診断さ

れた。初回のコロナ感染の記憶があり、ネパール

の計画に影響が出るかと心配になったが、初回の

感染より、体温も上がらず、影響が少ないと感じ

られた。10月 10日からの３日間の行事は、私

が参加しないと成立しない行事だったので、無理

を重ねて参加。そして、10 月 20 日の出発とな

った。集中力の低下、ブレインフォグ、息切れ、

咳、倦怠感が続く傾向があったが、いずれは回復

と思い、カトマンズからアマダブラム BC へとト

レッキングしたが、倦怠感などは感じたまま、

「私の能力はこんなものではない」と自分に言い

聞かせ続けた。 

 BC にていくつかの準備を行い、10 月 30 日

に高所順応を兼ねて、C2（6000ｍ）往復が企

画された。この時私は、BC より 100ｍ高度を

上げたところで、動けなくなった。苦しくて息を

しても酸素が足りない。シェルパにザックを持っ

てもらい、もう 100ｍ高度を上げるが限界と感

じ、高所順応チームから離団し、シェルパと BC

に戻った。疲労感、咳が多く、夜を迎えた。数時

間寝た後、23 時くらいに目覚めて、寝袋の上に

座っていた。また 2時頃より、寝袋に入って睡

眠をとろうとしたが、呼吸をすると肺から、音が

出て気持ちが悪い。4 時くらいまで、体位を替え

たりしていたが、呼吸とともに出る肺の音は消え

ず、シェルパのテントまでやっと歩いて行った。

そこで現地のエージェントや、日本のエージェン

トの中山さんらに相談し、ヘリレスキューでルク

より安全な登山のために No.5６ 

『コロナ感染後』 
 

    安 東 桂 三 (会員 9193) 

や話し続けたっぷり歩いたいい一日となりました。（←しゃべり続ける友人の話に耳を傾けつつル

ートも確認し、とこれも結構なリスクだなぁと感じました笑 後記） 以上、危機の系譜を振り返っ

てみました。 

みなさん、事故に気をつけて元気に登り続けてください！ 

 

※ペンリレー・次回は  神田美代子会員(16235)にお願いしました。お楽しみに。 
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ラの病院に行くことになり、日の出を待った。肺

のほうは、落ち着いてきていたが、音は消えず、

肺に何かが詰まっているか（水でも溜まった

か？）と心配になった。BC 上空の雲がなくな

り、晴れてきたと同時に、ヘリコプターが飛んで

きた。私一人を乗せて、ルクラの病院のヘリポー

トまで、15分くらいだった。病院ではレントゲ

ン、採血、検尿、診察などが行われたが、結果何

が原因か不明となった。診断は「due to 

High Altitude」であった。3 日分の気管支拡

張剤、痰きり剤、ホテルでホットスティームをせ

よと言われた。 

 検査結果に問題がなく、3 日にはアマダブラム

BC に戻って、遅れている高所順応を試み、標高

5300ｍまで登り、標高 5200ｍの High キャン

プに宿泊し、数日後のアマダブラムに向けて準備

をしていたが、二度目の High キャンプへ宿泊に

戻った時、咳が止まらず、一晩中起きていた。私

はこれではもうアマダブラムは登れないと自覚

し、山頂への道をやめ、BC へと下った。 

体調の悪い中、BC で数日間過ごし、他のメン

バーが下山してから一緒にカトマンズへ戻った。

帰国してからは、大分の呼吸器を受信すると、ネ

パールで肺炎にかかった痕があると言われ、「器

質化肺炎」にかかっていると診断を受けた。現在

は、「器質化肺炎」の治療中。 

 反省することは健康の自己管理。酸素が薄い山

に行くのに、肺機能に問題があっては山に登れな

い。コロナ感染からどの程度回復していたかは、

わからないが、そのような感染になってしまった

のは本末転倒で、もう少し感染対策しておけばと

考えている。 

 

第六年（明治四十四年）第二号に掲載されている

岩佐定一氏記述のこの記事を紹介しよう。 

南谿の名山論 

この筆者は序文で、江戸末期の医者で随筆家で

ある橘南谿について、南谿は「名山論」を書い

て、其自ら實見し、或は登攀した幾多の山岳の中

から、名山と称すべきものを列挙・・その三分の

一が九州の山で、そのわけは「南方は石柔なる故

土地に骨無く、山嶽高く聳ゆること能わざるため

に、里から直に望むことが出来、尚不便ある其當

時に於て、登山が容易であったためであろ

う・・、また九州には火山が多いと云ふのも一つ

の理由」と書いている。旅行好きな南谿であった

からだろう。 

開聞嶽 

日本山岳志

に「凡南島琉

球より薩摩に

歸り来る者は

海中より開聞

山を見始めつ

る時は船中必ず酒を酌で遙に開聞を祀る」との紹

介ではじまるこの文は、前半は鹿児島から山麓ま

での筆者の旅行記で、登山は「水の浅い小川を渡

って登山が始まった。頂上まで二時間餘りは可成

り苦しい道であった。最初は砂原であった

が・・・・然し此裾野と見るべきは極僅かの間

で、滑り易い粘土を深くえぐった様な窪所の急坂

となった・・・深い所は上の方に僅許りの木の葉

が見えてだけでだ。浅い所となるか、或は窪地を

脱れてもヤツデやユズリハ等の厚い硝子の様な光

澤のある重々しい葉を持った木が盛んに繁って居

て凡ての風を吸収するので、急峻と滑るとでだら

だら流れる汗は容易に乾き相にもなかった・・と

こぼすばかりだ。頂上が近づくに従って道の急峻

を増してきた・・・・・、道が少し楽になったと

思ふうと雑木林の中に押し込められた様小さな宮

を見た。私は一拝して四五間上の絶頂に出

た。・・山頂は中央部が少し凹んで居る様であ

る・・・雨はなかったが雲が出て全く景色が見え

なかったことを無念に思いながら下っている。 

櫻島 

桜島は現在は湯之平展望所までしか登ることが

出来ないが、この記録によると南岳の噴火口まで

登っているので、明治末期の頃は規制がなかった

のだろう。筆者は有村温泉から山道に入ってい

る。「軽石の道は草履を踏む度に良く滑った。大

豆の様な粒がザラザラと流れていく。其を椿やぐ

みなどが両側から我勝に顔を出しは見送っ

た・・・・七合目邊から道が谷間に入った。水は

JAC 古典「山岳」拾い読み No.６ 

南九州の三名山  

      飯 田 勝 之(会員 10912) 



公益社団法人日本山岳会 東九州支部報 第１０８号 令和７年１月２５日（土）発行 

11 

ないが轉がって居た大石には皆鬚のような薄黄色

の苔がだらりと垂れて居た。木立がなくて火山礫

の急な坂を、今迄の登山者が踏み堅めた跡を登っ

てしまえば頂上である。頂上は草原であった。火

山灰の原に枯草が茂って、其原を二十間許り行っ

た所に噴火口があった。凸凹のある線が毒々しい

色で中央に沈んで、其横の壁から少し許り煙が出

て居た。シューシューと微かな音が硫黄の臭い伴

って訪れていた・・・と噴火口の様子を描いたあ

と噴煙をやって居る南岳に登った。長一尺五寸位

の不細工な鉾があった。噴火口を越えた南に海が

見えた。遥か彼方に開聞岳が墨鬚のように現れた

が又直ぐ消えた・・・・、登りに二時間、下りに

一時間三十五分を費やして午後三時四十五分、有

村温泉の宿に帰った案内料として六十銭払っ

た・・・」その後に鹿児島市内に戻って眺める桜

島の景色などを書いている。 

東霧島山〈一五七四米突〉 

桜島から足を延ばした筆者は霧島山に入って、

前夜は神宮下の宿で強風に眠れなかったことを書

いている。そして「案内を先にして出発した六時

は薄暗い世界であった。神宮の傍から登山道に入

って、無言なる二人は小石勝ちの道をザクザクと

霜を踏んで登った。・・・森を出外れると日が出

た。草のない赤黒い山が逆光線を受けて紫色に光

っている・・・山の陰を歩んで居たので昨夜から

吹きしきって居る風の鉾先を避けていたが、少し

登って高千穂峯の直下の砂原に來た時、烈猛なる

勢を以て其来襲を始めた。枯木と云はず、枯草と

云はず、所々黒く焦げ残った灌木と云はず、風は

出來る限りの砂をつかんでは強い力で投げつけ

る。思わず顔を峯の方にそらせば、勝ち誇った風

は山全體の砂を捲き上げ、捲き下ろし山全部が噴

火口に化したのではないかと疑はしめた。噴火口

に達する急斜面にかかったが、恐ろしい風は愈加

わる。何の防禦のない人間の哀れさよ。・・・か

くして私は噴火口に沿ふて所謂馬の背越を辿っ

た。相変わらず強い風は日向の方から噴火口へと

吹いて居る・・・私は辛うじて此處を過ぎて再び

急坂を上り，遂に絶頂逆鉾に達した。風は執念深

く強く吹きまくる。・・・下りには前よりも恐ろ

しい弱點を風に捕へられた。足が軽く動くので屢

覆されんとす。此困難を僅に脱して遂に急坂を終

わった・・・・」筆者はこの後大浪池を経て韓国

岳に登る予定であったが強風のため残念して、霧

島温泉、明礬温泉、硫黄谷温泉を経て榮之尾で

「晝飯の出來る間を温泉に浴して顔を洗ふと手拭

いが石墨の粉を塗った様に黒くなった。耳の中が

特に激しかった」とあり、そのあと四里下って安

楽温泉の宿に戻っている。 

 

 

2024 年 10月 12日（土）8時 30分 

山香町「峠たていしの館」に 15 名集合。お天

気も良く最高の登山日和なり。ゴール予定地の山

浦コミュニティーセンター駐車場に車をデポ後向

野に移動する。リーダーより「宮本さん、地元や

けん！ご案内しちょくれ。」との声かけあり。 

地蔵峠は歴史的にも重要な場所であり、昭和

30 年代までは向野から山浦への生活道路として

地元の人にも利用されていた。義母は戦後、山浦

の民家に下宿しながら山浦小学校に勤務、週末に

なると息子の待つ向野の自宅に地蔵峠を越えて帰

っていたと聞かされている。 

1534 年、戦国時代の山香郷は豊前・豊後の

国境争いから大友・大内軍の戦場となる。大友軍

は大牟礼山に陣地を構え、大友軍を本道の立石峠

とその側道の地蔵峠に 1800 騎で待機させてい

た。大内軍は下関より海路にて豊前平野へ渡り、

間道の佐田越えにて山香郷の勢場が原に進出し

た。一時、大内軍は優勢にて吉弘氏を討ち死にさ

せるなど凱歌をあげていた。が、急報を得た地

蔵、立石両峠の大友軍が取って返し、大反撃に出

る。大内軍は全軍散り散りとなり、命からがら落

ち延びた。 

その 17年後の 1551年フランシスコ・ザビ

エルが大友宗麟の招きで山口から豊前街道を通り

この峠を越え、鹿鳴越えから日出港そして船で府

内へと向かった史実がある。15年程前まではザ

ビエル道として向野から日出まで毎年トレッキン

グ大会が開催されていたが高齢化に伴い山香側の

協力体制が整わず、日出コースのみの実施にて今

も継続されている。私も最後の年に日出までのコ

ース 22 キロ余りを完歩したが、どうしたことか

こぎこぎ倶楽部 

昔の峠道を探索しよう！ 

地蔵峠探索と立石城山 
  宮 本 真 理 子(会友 127) 
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地蔵峠の登り口をどうしても見つけることが出来

ず、コロナの期間中も何度となく挑戦したものの

地蔵峠に辿り着くことはできなかった。昨年末に

知人に地蔵峠の登り口を教えてもらい、道案内の

運びとなった。 

9：00 向野の日野地部落を出発、日野地と影

平の道堺には庚申塔が祀られ貴船神社では皆で安

全登山を祈願、山道の両脇には昭和３５年まで砕

石されていたアンチモン鉱石会社の社宅跡が竹、

杉林の中に基礎のみ点在す。しばらく進むと右側

に地蔵峠入口の立て札あり。いよいよ古道に分け

入る。里山とて最近は植林された山にも踏み込む

人は殆どなく、古道は倒木、落石、大雨による土

砂にてあちこち崩壊しており、鹿、猪等のワンダ

ーランドと化している。足元を注意しながら一歩

一歩、歩を進める。石のザレ場を過ぎると左の樹

木の上に地蔵峠へとの案内が現れ、岩場を慎重に

登ると急登のジグザグ古道が続く。小休止を取り

ながら落ち葉に足を取られての胸突き八丁であ

る。皆、苦戦しながらも「もうすぐよ！」と声を

掛け合う。峠が近いのか青い空がくっきりと見え

てくる。 

10：35 ようやく岩堀切大岩のある地蔵峠に

到着、感無量なり。大岩の上には日野地、定野尾

部落の有

志により

天明の飢

饉で亡く

なった方

の供養の

祠が建立

されてい

た。中に

は地蔵菩薩が祀られていると聞く。低山ではある

がなかなかの山道である。この峠を越えられずに

行き倒れで無縁仏となった方々の供養も地元民が

弔ってきたと古老から伝え聞いている。 

しばし、休憩をとり山浦側の定野尾池をめざし

て下山。山浦側は緩やかな下り坂にて途中、苔む

した日本庭園のような湿地があらわる。皆、ピク

ニック気分で自然観察に精を出す。唐笠茸があち

こちに顔を出し、皆を歓迎してくれる。 

11：00 前定野尾池近くに下山、楽しいお弁

当タイムとなる。その後山浦コミュニティーセン

ターの駐車場まで稲刈りの進む田んぼ道を歩く。

小川のせせらぎや咲き誇るコスモスを愛でながら

撮影タイムとなる。史跡の板碑を見学後デポ地に

駐車している車に乗り込み、再び「峠たていしの

館」に再結集す。 

時刻は１３時前で、予定ではここで本日の山行

は終了だが、まだ早いのでもうひと山、近くの城

山に登ることになる。 

13：00 立石藩の旧町並みを通り抜け、立石

天満社本殿右横より城山に向け、出発。ジグザク

坂を抜けると大岩がボコボコ出現、足コンパスを

最大限に開き、攣りかかる大腿部を庇いながら我

慢して登っていく。頂上近くの平地で皆が揃うの

を待ち、頂上を目指す。 

14：10 山城の山容が残る頂上に到着す。山

浦、院内側からも立石側からも見通せ、天然の要

塞なり。 

14：30 立石天満社に無事下山。お礼の参拝

を済ませ、秋の日差しが眩しい「立石の館」で解

散となる。私としては念願の地蔵峠をメンバーに

ご案内できた喜びでいっぱいでした。 

参加者・・・飯田(勝)、石神、宮原、今川、神

田、佐藤(裕)、境、遠江、宮本、後藤、清水(道)、

清水(久)、古谷(耕)、平原(瑞)、榎園、甲斐(英)、佐

藤(美)、井村、土谷（計 19 名） 

 

 

2024 年 11月 10日（日） 

こぎこぎ俱楽部の新テーマ「昔の峠道を探索し

てみよう」「第二回目は、旧大分郡と旧直入郡を

こぎこぎ倶楽部 

昔の峠道を探索しよう！ 

上峠から本峠まで 
  甲 斐 英 男(会友 127) 
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隔てる稜線にある上峠と本峠の二つの峠を結ぶ稜

線を歩く企画です。集合時刻の前に今日のルート

の到着予定地点の、旧道の上峠に車２台をデポし

て集合場所の今水登山口への広域農道分岐に移動

です。集まったのは車４台８人、車を二台にして

今水登山口に移動。 

 今日のコースは今水登山口から上峠～中峠～本

峠までの 7.5キロのコースです。今日の天気予報

は 14 時 00 時頃から雨が降り始める予報でした 

 7 時 20 分、今水登山口から出発。林道を歩き

始めるとまもなく豪雨で崩落した土石流で道の痕

跡のない所をしばらく進み、やがて古い峠道に復

帰して登っていきます。長湯と阿蘇野を結ぶ古い

峠道が残っています。それをしばらく登ると傾斜

がなくなりやがて上峠に到着しました。8 時 25

分でした。 

 上峠からは植林地の中の登りです。朝霧の中、

スギは林の中斜めに差し込んでくる朝日がとても

幻想的で、皆さんその風景の写真撮影でしばらく

立ち止まるほどでした。 

そんな幻想的なスギ林の緩い登り 20分ほどで

着いた所が四等三角点(点名:上峠・1,055.5m)で

す。霧の中に朝日が差し込む中で記念写真。その

後、緩く下って緩い登り。長い稜線歩きの始まり

です。右は緩斜面のスギ林、左は自然林の急斜面

の稜線を進みます。 

するとやがてスギ林を抜けて明るいカヤ野の稜線 

に出ます。草原の中に残っている軽トラックの轍

に沿って進みます。しばらく進んで、平らな林の

中で三角点探し。9時 50 分、枯草の中に三角点

が有りました。(点名:三尾・三等 997.71m) 

 そこから先はちょっと複雑な稜線歩きです。東

に向かっていた尾根は大きく南に曲がり、下に見

える林道に出て、小尾根を巻いたりして小さな鞍

部に出ました。ここが地図にある中峠です。これ

も長湯と阿蘇野を結ぶ大事な峠道だったようで

す。荒れ果てた古い道は、昔はたぶん馬車や大八

車が通っていたように思われます。 

中峠を過ぎるといよいよ稜線ルートは複雑にな

り、しかも稜線上は猛烈な草藪なので、稜線を避

けて斜面のヤブのトラバース、背丈ほどあるスス

キの中を、かき分けかき分け本格的なヤブ漕ぎに

は飽きるほど。 

最後は稜線を避けてスギ林の斜面を下っている

と、一人が害獣用の罠に足を挟まれるアクシデン

トなど。これはまあ難なく取り外し、やがて本峠

の旧道に出て、最後の仕上げで本峠の三角点へ足

を延ばします。しかし、その頃には空模様があや

しくなってきて、急ぎ足で本峠の三角点

(799.94m)に到着。雨がぱらつき始める中、写

真を撮って急ぎ U ターン。 

13 時 30分、車のデポ地に到着。予想よりも

早い到着で良かった、地形図の具合ではもっと時

間がかかるとみていたらしいが、雨が本降りにな

る前に終えてよかったです。 

14 時 20分、今水登山口で解散。そのころは

雨もかなり本降りとなっていました。いい山遊び

をする事ができました。 

参加者・・・飯田、中野(稔)、後藤、古谷(耕)、榎

園、甲斐(英)、井村、土谷（計８名） 

 

 

 
2024 年 12月 15日（日） 

毎回のことながら、こぎこぎ倶楽部の山歩きは

私をわくわくさせてくれる。なぜだろう？ピーク

を目指すわけではなく、ノーピークがほとんど。

しかし、既存の山道を歩かずに、いや道なき道を

歩き山に分け入る感じが田舎育ちの自分にあって

いるのだろう。 

 鹿鳴越東ルートは、昔から豊後と豊前を往来す

る道だったそうで、日出町長野から東山香・中山

こぎこぎ倶楽部 
昔の峠道を探索しよう！ 

鹿鳴越東ルート 
  井 村 ゆ り こ(会友 259) 
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香を経て立石に至るようだ。明治 25年に国道

10 号線ができても、この道のほうが近道だった

ので、昭和 20 年代までこの道がよく利用された

とか！ 

 今日は古の道をどこまでたどることができるだ

ろうか。予定コースは日出町尾久保から山香町の

羽門（うど）の滝を経由して白髭神社（大田村で

はありません。）までの 10 キロ弱。忘年年会の

翌日ということで、少し軽めのルートを設定して

頂き有難かった。 

事前にゴール地点に車３台をデポし、日出藩主

も駕籠で利用したであろう「殿様道」入り口を快

晴の中、9時過ぎに総勢 13 名でスタート。人力

車も通ったという道は最初こそ立派でゆるやかで

あったが、駕籠立て場を通りすぎるころから、傾

斜も増してきて殿様も駕籠の紐を握りなおしたこ

とだろうと想像した。 

 10 時 20 分鹿鳴越東の峠に到着。ここから百

合野山に未踏の方がいたので、有志だけで登る。

往復 25分の猛スピード！ここから先は谷筋の古

の道を通る予定であったが、百合野山に登ってい

る間にリーダーたちが探索。既に踏み跡はなくす

ごい藪とのことで臨機応変に計画変更。のんびり

林道を歩く。唐木山を左手に見ながら歩くと、最

近鹿鳴連山の後方にニョッキと建設されていた風

力発電が二基建っていた。まだ建設予定があるの

か、２基のクレーンも有った。 

その後、517メートルの丘を乗越して行く破

線ルートがあったが、こちらの入り口には林業の

作業道がるのみで丘から里へ下る道は全くない様

子。藪漕ぎ 1 時間を回避して、右折し車道を歩

く選択となった。このあたりから天気が少し怪し

くなり、鹿鳴諏訪神社では震えながら昼食を食べ

る。諏訪神社は細いながらも四方に御柱が立てら

れていた。 

目的地までの道はゆっくりと下っており、山香の

景色や国東半島の山の景色を見ながらの散歩はな

かなか雄大な気持ちにさせてくれた。殿様もこの

辺りでのんびり景色を眺めたのではないだろう

か。 

目的地の羽門の滝は、落差 12 メートルと大き

くはないが、伝説の白竜が住むという。辰年の最

後にふさわしい場所だと思った。今の時期は寒々

しいが、秋の紅葉の頃は紅葉と滝のコラボが見れ

るだろう。滝の下流に松尾川の河川プールがあり

小学生の子供を何度か連れてきた記憶があるが、

今は水害のため見る影もなかった。 

羽門の滝を過ぎてから、薬用植物ききょう栽培

実証圃場があった。杵築市は生薬の郷を目指して

いるようだ。また 6月か 7 月の花の見頃に来て

みたいですね。その後お地蔵さまが 10 体あるの

かと思っていた地蔵十王蔵堂の十王様は、普通の

お地蔵さまではなかった。十王とは地獄で裁判官

的な尊格だそうだ！もっと熱心に祈っておけば良

かった。無事白髭神社に 13 時 50 分着。本日の

山歩きはこぎこぎこそなかったが、自然や文化に

触れ心豊かな山歩きとなりました。参加者の皆さ

んお疲れさまでした。 

参加者・・・飯田(勝)、宮原、神田、佐藤(裕)、

境、遠江、清水(道)、清水(久)、古谷(耕)、榎園、

甲斐(英)、佐藤(美)、井村、河野（計 1４名） 

 

 

 
チベットのカイラス山（6656m）は仏教、ヒ

ンドゥ教、ボン教、ジャイナ教の聖地で、その周

り約５２ｋｍの巡礼路（五体投地の巡礼である）

を、仏教は右回りで、ボン教は左回りで回るので

ある。もちろん登山禁止の山であるが、この山を

源流としてインド洋に注ぐ大河が二つある。東の

ガンジス川と西のインダス川である。そのインダ

ス川の中流域は世界４大文明の発祥の地として知

られるが、そこに古代栄えたガンダーラがある。

私がこのたび訪れたのはその奥地のフンザだ。 

梅木秀徳元支部長が支部報第 29 号

(2005.7.25)30号（2005.10.25）と連載で

書かれた「フンザへの旅」の記事を覚えている

個人山行報告 

フンザへの旅(その 1) 
 

飯 田 勝 之(会員 10912)   
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が、その中に記された「桃源郷」という響きの良

い呼び名の地に、私は一度は行ってみたいと思っ

ていた。 

私が何度か利用している海外登山のツアー会社

から送られて来るパンフの中に、度々フンザの山

旅募集があり、近年行きたいと思いながらもコロ

ナ禍で見合わせていたところであったが、さほど

心配もなくなったこの秋のツアーに参加した。 

バンコク経由でパキスタンの首都イスラマバー

ドへ。そしてさらにパイスタン国内線で、K２の

登山基地の街でもあるスカルドウへの飛行だった

が、その途中で私は左の窓際席だったので、青空

の下に広がるヒンズクシー山脈やカラコルム山脈

の壮大な山並みを眺め、はるか遠くに

K2(8611m)の鋭鋒も目とカメラに収めることが

出来た。そうして、インド大陸とユーラシア大陸

の衝突によって生まれたヒマラヤ・カラコルム・

ヒンズクシーなどの畳々と連なる嶮しい白嶺の、

激しい造山活動が示す荒々しい大山脈の姿を俯瞰

することができた。 

スカルドウからフンザに向かう途中では、イン

ダス川にキルギット川が合流する地の平野から、

南方にナンガパルバット(8126m)の真っ白で巨

大な山体を眺め、キルギットに入ると真上にラカ

ポシ(7788m)の白嶺を見た。（ナンガパルバット

は、スカルドウからの帰りの飛行機でも、左の真

下に手に取るように眺められたが・・・）、 

私にとって、今回のフンザ行き目的は梅木元支

部長が書いた桃源郷の地を味わいたいことと、も

う一つは、K２で散った平出和也・中島健郎両氏

（特に私は平出さんの大ファンであったが）を偲

ぶ旅で、二人が二度ピオレドール賞を取った、ラ

カポシとシスパーレ(7611m)を見ることにあっ

た。ラカポシはフンザ入りの初日から、そしてフ

ンザの中心のカリマバードに滞在中やトレッキン

グ中にもいろんな角度から遠望することが出来た 

さらにパスー向かう途中のグルキンでは、グル

キン氷河やパスー氷河の末端部に立ってシスパー

レの真っ白な尖峰とそれに連なるウルタルの峰々

を遠望でき、とりわけパスーから見たシスパーレ

の北壁の鋭さには目を奪われた。シスパーレもラ

カポシも二人には K2 をやるための慣らし登頂だ

ったのだと聞くといっそう灌漑が深まるのを覚え

た。 

 

 

2024 年１１月２日～４日 

１１月２日～４日、第３回ユース交流会ｉｎ広

島に、東九州支部から２名参加してきました。 

台風２１号の影響で開催時間が変更となり、三

倉岳キャンプ場にて懇親会からスタート。本部、

東海支部、信濃、東京多摩、関西、京都滋賀、広

島、そして東九州支部の総勢約５０名のクライマ

個人山行報告 

第 3回ユース交流会 in広島

に参加して 
寺 道 和 代(準会員 A599)   
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ーが参加です。歓迎の横断幕が野営地に張られ、

広島支部、本部の方々を中心に美味しそうなバー

ベキュー、尾道ラーメン、デザートには広島名物

の揚げ紅葉も用意され、賑やかな宴の開催。余

興、各支部の自己紹介等々と楽しい歓談。また、

若者が海外遠征の計画を発表するなど、若者が成

し遂げてやるぞとの気合いを、ベテランの先輩方

がアドバイスする暖かい雰囲気が伝わり素晴らし

かったです。 

 ２日目、広島大竹市にあるクライミングの聖地

と言われる三倉岳でのクライミングです。三倉岳

の岩はやや粒子の粗い花崗岩で、公表されていな

いルートも含めると３００近くあるとのこと。と

りつきまでは３０分程で、沢山のクライミングル

ートが点在し、登れる実力さえあれば、クライミ

ングの遊園地です。前日親しくなった方々と、松

原さんの指導も受け、青白ハングの初心者コース

をトップロープにて登攀。滑りにくい岩質で、角

度のよっては手ががっちりとかかり、面白いコー

スでした。次回は、ぜひ『リード』にて、チャレ

ンジしたい。 

 ３日目、天応烏帽子岩山のマルチピッチ。天気

は快晴、心地よい風もあり絶好のクライミング日

和です。２人１組で、私は田所さんがトップで登

攀。登山道を登り、５Ｐ目から銀座尾根に入りま

す。足場も安定し登りやすい。５Ｐ目を登り上が

ると、大きな緑色のリングがあるテラスに到着。

眼下に瀬戸内の美しい海が広がり、素晴らしい景

色です。右手にはなめら岩があり、果敢に挑むク

ライマーが見えます。６Ｐ目、チムニー状の部分

に身体を入れ込んで登ります。ちょうど良い位置

にカムがセットしていただき、楽しみながらの登

攀。７Ｐ目はロープを繋いだまま少し歩き、８Ｐ

目トップで登る田所さんの核心部分での見事な開

脚に、次に続けるのか不安です。さあ、ガンバで

す。クラック沿いを順調に登り上がり、最後核心

の部分は私の力では登りあがることができませ

ん。『とりあえず、左足を岩に上げて。』と言われ

るままに、左足を上げて、田所さんに全力で引き

上げてもらいました。登り上がると、素晴らしい

絶景です。登山道を歩き烏帽子岩、ドンガメ岩と

素晴らしい眺望の連続。空の青さと海の濃い碧さ

のコントラストが最高で、今日のこの良き日に、

この場に来れたことに、感謝です。 

ぜひ、この一大パノラマを皆に味わっていただ

きたい。マルチは最高！楽しいです。 

東九州支部の皆さん、来年は、一緒に参加しま

せんか。このような貴重な体験に参加させていた

だいき、ありがとうございます。また、イベント

運営にご尽力していただいた本部の皆様方や開催

地である広島支部の皆様方、ご参加の他支部の皆

様に心からお礼申し上げます。明日からまた、頑

張ろう！来年は少しでも成長した姿をお見せいた

します。 

参加者・・・田所、寺道 

 

 

2024 年 10月 22日から 11 月 10 日までの

26 日間、アマダブラム エクスペディションに

参加した。1 年前に千葉支部長の三田さんからお

誘い頂いた時は、事前に広島支部アマダブラム遠

征報告を聞いていたので、厳しい山と認識してい

た。体力的にも技術的にも、私の実力以上の山に

恐れを感じ、胃は痛くなるし、眠れなくなるし、

不安しかなかったが、断ればそこで終わってしま

うと思い参加を決めた。準備として、1時間で

10km 走ることを目標にトレーニングを始め、

筋トレ・ストレッチ、岩場でのアッセンダー練習

など、仲間が付き合ってくれた。また渡航一週間

前の低酸素室で意識呼吸の練習をした。ただ直前

に支部で流行ったコロナに感染し、渡航前の体調

管理の難しさを感じた。 

個人山行報告 

「アマダブラム エクスペディ

ションに参加して」 
 
      笠 井 美 世 (会員 16883) 
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10 月 22日にカトマンズに入り、23 日にカ

トマンズからルクラ(2840m)に移動した。ルク

ラはエベレスト街道の入口。行きかうのは荷物を

背負った人と牛やロバ、それにトレッカー。乾燥

と砂埃でマスクは必携。ガイドはエベレスト９回

登頂経験のある、大きくて心優しいチェパさんが

いつも先頭を歩いてくれた。24 日:モンジョ

(2830m)～25 日:ナムチェ(3440m)～26日:ク

ムジュン(3790m)～27日:パンボチェ(3930m)

～28 日:アマダブラム BC(4650m)、途中高度

順応をしながら BC に到達した。活動は、朝 7

時朝食、8時出発、14時ロッジに入り６時半夕

食。ロッジは 2ベットルーム、シャワー無し、

食事は 3 食注文、有料 Wi-Fi が使用でき、家族

との連絡も取れて安心した。高山病予防のため水

分を多くとることと、昼寝なしでダイニングに集

まった。毎朝夕食後 SpO2 を測り体調を確認し

て、症状によりダイアモックスを飲んだ。私はト

レッキング開始と同時に呼吸が苦しくなって咳も

出始め、毎晩の咳にも悩ませられることになっ

た。ナムチェでの高所順応では、苦しいばかりで

遅れてザックを持ってもらい、こんな状態で BC

にたどりつけるのか心配になったが、一歩一歩…

と思い続けた。28 日パンボチェの丘の上のお寺

で山での安全を祈る儀式プジャをしてアマダブラ

ム BC へ向かった。 

BC はアマダブラムが手を広げた懐の中に 300

張程のテントがあった。1 人 1 つのテントが与

えられ、BC でもダイニングテントに集まった。

食事は日本食で水牛のすき焼きという日もあっ

た。近くで見るアマダブラムは美しく、今まで持

っていた恐怖心は消えていき、山頂を眺めながら

ルートを確認した。四方白く輝く山に囲まれ、朝

焼けから満天の星空まで堪能した。29 日アマダ

ブラムに向かってのプジャの後は岩場でクライミ

ングの練習、アッセンダーの架け替えでは息が切

れた。30 日は C1 から核心部の岩場を越え C２

までの予定だったが、私は体調が悪く

HC(5300m)付近で BC へ下山した。その後は

自分のペースで散策したり高度を上げたりした。

11 月 3日高度順応のため HC 滞在を目指した

が、呼吸が前日よりも苦しくなり HC で下山、と

うとう発熱した。帰国後受診して、肺炎と咳によ

る肋骨の骨折が７か所。蓄膿種と中耳炎も患って

いたことがわかった。私は登頂をあきらめ、隊を

離れゴーキョまでのトレッキングを選んだ。 

11 月 6日ポーター兼道案内のキッチンボーイ

とトレッキングが始まった。微熱が続き苦しさは

変わらないが、今度は楽しんで歩こうと決めてい

た。6 日:ポルツェ(3810m)～7 日:マルチェモ

(4210m)～8 日:ゴーキョ(4970m)と移動し

た。途中 6000m 級の岩山の中腹をトラバース

する街道が延々と続き、マニ石・寺院・タルチョ

が、雄大な景色の中で人々の暮らしや文化を感じ

させる。ゴーキョピーク(5357m)からは、エベ

レストなど 8000ｍ級の山群・氷河、足元には

ターコイズブルーの湖が美しい。9 日ドーレ

(4200m)からナムチェまでの途中で、再びアマ

ダブラムが姿を現した。離隊して何となく心細く

1 人宿泊したポルチェの向こうに見えるアマダブ

ラムへ道はずっと続いていて、この道を歩き続け

られた自分が少し誇らしく思えた。12 日:ナムチ

ェではアマダブラム登頂を果たした仲間と合流、

ホッとしたと同時に素晴らしい仲間といる事がま

た誇らしくなった。 

初めてのネパールで体調を崩し残念な結果とな 
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ったが、弱音を吐かず歩き続けた事に後悔は無

い。学ぶ事も多く次の山行に生かして行きたいと

思う。またトレーニングも続けたいと思う。私が

無事帰国した事を、家族や仲間が喜んでくれた。

私の経験を聞きたいと楽しみにしてくれている人

もいる。本当にどれだけの方に応援してもらった

のかと思うと、感謝の気持ちでいっぱいになっ

た。私は、私の次の誰かをサポートしたいし、

「一歩踏み出せば世界はひらける」と伝えていき

たい。 

 

 

2024 年 10月 22日から約 1 か月間、千葉支

部、東九州支部の一員として山行に参加し、

6,814ｍの山頂に立った。途中の紀行については

他の方に譲るとして、私が最も必要と感じた「高

山病対策」を述べたい。 

結論から述べると、高山病対策とは「常に行う呼

吸管理」であり、数値で確認する「SpO2メー

ター」は必須の装置である事を伝えたい。ここま

での「息苦しさ・・それから来る疲労感は」は経

験したことが無かった。 

アマ・ダブラム山行について、標高 1,355ｍ

のカトマンズから、4,580ｍアマ・ダブラムベー

スキャンプ、また、6,814ｍの山頂まで、万全な

体力でチャレンジできるかを考えた時、やはり自

身の高所対応が最も心配した点であった。個人山

行ではあるがパーティー編成の登山であり、自身

の体調により、他のメンバーに負担を掛けない事

も考えた。 

 出発前の私は、高山病とは書籍の記載通り「酸

素濃度が低い為に起こる頭痛や倦怠感」主であ

り、実際の体験までは、あまり想像付かなかっ

た。低酸素状態が当たり前ではあるが、24 時間

続く生活と山行での体調変化はまさに「呼吸器官

の管理」であった。 

 カトマンズから空路 2,840ｍルクラ、モンジ

ョから 3,440ｍのナムチェ、クムジュンから

3,930ｍ

のパンポ

チェまで

の間、高

度順応に

適切な一

日当たり

300ｍ～

500ｍの

高度上昇にてトレッカーホテルに宿泊しながらの

行程では、乾燥と埃で喉を痛め、咳が出るように

なった。幸い酷い咳では無かったが、脈拍も高め

で疲労感が徐々に溜まっていった。また食欲はあ

ったがやはり呼吸を意識しないと軽い頭痛が出て

いた。多少息苦しさは感じても行動不能ではな

く、ダイアモックスを服用し始めたタイミングで

もあった。 

SpO2 値 ナムチェ 朝 80 夜 72／クムジュ

ン 朝 82 夜 91／パンポチェ 朝 86 夜 84 

 ここまでの値は 80台から 90台前半とそれほ

ど悪くは無かったが、ベースキャンプに入ると一

転し、70 台から 80 台前半まで落ちてしまっ

た。またサミットプッシュするためには、ベース

キャンプで SpO2 値が 80 台以上なければ、登

頂は出来ない旨も伝えられた。とにかく、気を抜

くと「息苦しさ」があり、意識的な呼吸を続ける

ことによって「順応」していくことも体感した。 

その為、風邪（咳をしない）を引かない体調管理

が天候により左右されるサミットプッシュまでの

時間、最大の注意を払う点でもあった。 

 SpO2 値 ベースキャンプ 4,580m 1 日目 

朝 71／75 4 日目 80／81 

C1～C2～C3～サミット 平均 68／72 ＞ 

意識呼吸で 80 台までに常に上げる。C3 では寝

ると一気に 60 台になるので寝ない努力が必要で

あった。述べる順番が異なったが、心配した「急

性高山病」は高地において、空気が薄いため起こ 

個人山行報告 

「アマダブラム エクスペディ

ション」から 
 
      秋 山 和 俊 (会員 16871) 
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る酸欠状態であり、「酸素濃度が低い為に起こる

頭痛や倦怠感」・・平たく言えば、「息苦し

さ・・それから来る疲労感」であり自身は富士山

でも体験したことは無かった。そこで今回、興味

もあり 出発前に低酸素室での疑似体験「高所テ

スト」を受けて見ることにした。 

 「高所テスト」とは安静時、運動時、睡眠時の

SpO2値と脈拍数をリアルタイムで測定し、ど

のような呼吸をすれば SpO2値が上がるかを試

せるテストであった。今回～4,000ｍ高所テスト

と 4,500ｍ～5,000ｍの高所トレーニングを受

けたが、この体験を通じて得たことは、それぞれ

の高度において「どのような呼吸法を行えば

SpO2値が上がるか」を実践できたことであっ

た。もちろんダイアモックスや水分摂取も重要で

はあるが、この SpO2 値に関心をもって高度順

応が出来るかを学べたことは重要であった。 

 私の場合は、鼻と口を同時に「肺を広げる・胸

を広げる」ように吸い、口を窄め、思い切り「吐

く」ことと高所では息を止めずに早い呼吸で「ふ

っ、ふっ、ふっ」と肺に酸素が届くイメージで行

うことで SpO2値を上げることが出来ていた。 

 残念ながら現在、この高度までの低酸素室は東

京都内しか無く、出発前までに経験できない場

合、いきなりではあるが、エベレスト街道でベー

スキャンプに向かう際、SpO2 値、また心拍数

値を測定しながら、80～90 台、～120 拍程度

を目指すように呼吸法を工夫すべきである。私は

走った後や急登の後に試してみていた。 

 私は今回の山行を通じ、高所での「息苦し

さ・・それから来る疲労感」を体験し、抹消まで

の酸素不足も原因の 1 度の凍傷を受傷した。そ

の経験から高所を目指す方へのアドバイスとして

SpO2値、今でも出来る、酸素を取り入れる呼

吸方法を実践して頂ければと思う。 

装備やクライミングシェルパの選定など、他にも

重要な点はあるが、この「呼吸法」は単純ではあ

るが、私には最も重要であったことから伝えさせ

て頂く次第である。 

 

※アマダブラムの標高は「6,856ｍ」の記載でし

たが、今般、ネパール政府の登頂証明書には、

6,814ｍとなっており、諸説あるようですが、ネ

パール政府の標高に合わせさせていただければと

考えております。 

会報にはこの山に登山したという投稿が少ない。

魅力がないのか、７０才過ぎたら危ないが行ける

ルートはある。上祝子までの近道は桑の原から、

黒原峠経由の林道でしょう。「宮崎県の山」を開

けてください。出来る範囲で案内してみよう。 

（１）大崩山荘三里河原コース 山荘～喜平越谷

分岐～スラブのトラヴァース～平らな一枚岩の幽

玄な三里河原（おすすめ）～小滝の連続～金山谷

と別れて、もちだ谷へ～南折（飛行機墜落エンジ

ン）～４０才はその辺でばてた。精鋭高校登山部

員４人と案内のＹ顧問について行けない。まだ大

変、高度差６００ｍ２キロの谷あるき、その記憶

がない～4 コースの分岐点～10 分～大崩山一等

三角点着～二枚ダキコースは高度差７００ｍの急

降下（難路廃道でしょう）～林道 3 キロ～大崩山

登山口幕営（夏だから軽装備行動だったと思う）。

後日、Ｉ会員と三里河原までがやっとでした、惜

しい。奥の中瀬松谷から鹿納山や五葉岳へは、行

く人が少ない。その紅葉は夢の世界、中瀬松谷あ

たりで簡易テント泊すれば素晴らしい。 

（２）ワク塚コース 山荘～２０分～西へ分岐点

渡渉～らんらん～ハシゴ場から急登高度差３００

ｍ、２時間半、袖ダキ巨岩の展望台まで（おすす

め）。数人が山荘泊りで実行、妻と私はこの展望台

でリタイアしたが、満足でした（通信制碩信高校

の大人の生徒との同好会でよく登山した、よく飲

んだ）。 

（３）坊主尾根象岩コース 山荘～渡渉～林道分

岐～ロープ、ハシゴ、渡した板などの難場の連続

～象岩下のトラヴァースは錆びた針金が設置され、

簡易ハーネスに接続された２つのカラビナで転落

しない～小積ダキで山頂まで行く I 会員と別れた、

その展望で満足、大崩山山頂はつまらない～山荘

着。彼は林道分岐で右に迷いこんで、登山口から

登り返した。待ちくたびれたね。 

(4)宇土内谷コース、尾家リーダで５，６年前ア

ケボノツツジ盛期実行された。大崩山への一番や

さしいルートです。（私事）第一ピークまでで花

に満足、やめた。途中で遭った鹿児島の美女が下

山してきて、私の大型四駆に乗せてくれという。

駐車場でみんなが笑っている前で、彼女が接近し

「大崩山の思い出」 
 
       安 部 可 人 (会友 11) 
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て指でハートを描いた 2人の写真、忘れえぬ思

い出。彼女を乗せた愛車も今はない。 

（令和６年１１月１日 あんべよしと）（注）終

活、ハイラックスサーフは退職前年購入、２８年

間２８万キロ、知人が良い値で売却してくれた。 

 
今回は山国川支流の春田川沿いの、玖珠町と中津

市の境界付近の谷間に聳える小峰を紹介しよう。 

梶原 

県道玖珠山国線の道ノ迫バス停のある三叉路の真

北にそびえる岩峰で、北に回り込んで植林地に通

じる作業道から登れば容易だが、南の岩の間を登

るのが面白い。三叉路の北に、山には入る小径が

あり入り口に獣避けの柵のゲートがある。これを

入り、スギ林の中を５０ｍほど行ったところから

右手上の稜線に登っていく。稜線をまっすぐ登る

とやがて高さ１５ｍあまりの垂直の岩壁に行き当

たるので右に巻いていくと、岩壁の隙間に間に登

れるところがある。ちょっとしたアドベンチャー

ルートで、木の枝や根に捕まりながらの路登ると

５分ほどで頂上の小台地の上に至る。やや広い山

頂はまわりに木立が無く明るい空間で、取り巻く

ようにシロダモ、ユズリハ、ツバキ、ナラ、クヌ

ギ、ヤマコウバシ、アカマツ、ホオなどが見られ

三角点は最高地点の２～３ｍの南にある。 

25000 分の１地形図：裏耶馬渓 

参考ルートとタイム：県道～20 分～梶原 

沃土 

県道玖珠山国線の玖珠町から中津市山国町に入っ

たすぐ先に左に藤野木に抜ける道が分かれる。そ

の入り口にもう一つ左に分岐する林道があり、こ

れを上ると約１ｋｍで朝小野川に架かる小橋（松

ヶ原橋）がある。この橋の１０ｍ先から右にスギ

林の中に入る踏み跡道を拾いながら登って行く。

石の多いスギ林の急斜面を北へ向かって斜めに登

っていくと、踏み跡道はほとんど判然としなくな

るが、北北西にトラバース気味に登ると照葉樹の

灌木の中を過ぎて林道から２０分ほどで広い鞍部

に達する。ここを右に、左ヒノキ林、右灌木林の

境に沿って登っていくと数分で広い山頂部に達

し、巨石の間に三角点を見つけることが出来る。 

25000 分の１地形図：裏耶馬渓 

参考ルートとタイム：林道～30 分～沃土 

春田 

県道玖珠山国線の篠矢バス停のあるところから西

の小沢に沿って山に入る林道を行くと、県道から

７５０ｍのところに右に入る荒れた作業道があ

る。ここから上るとよい。雨に掘られて荒れた作

業道を曲りながら登ると、林道から１０分足らず

で右のカヤ野の中に作業道が分かれる。クヌギ伐

採林作業の道で、ジグザグに急斜面を登っていく

と、分岐から６分で稜線を巻いてやや下りだすの

で、そこから左に稜線を直登していく。カヤを漕

いで登っていくと作業道から１０分のアルバイト

で山頂に達し、最高地点から北に５分ほど行った

北の緩斜面に三角点がある 

25000 分の１地形図：裏耶馬渓 

参考ルートとタイム：林道～25 分～春田 

 

 

2024 年 10月 6 日 湯布院は小雨。 

雨覚悟で九重へ、早いせいかまだ 2、3 人しか 

きてない。集合時間を迎える頃には総勢 50 人前

後が集まりました。天候もだんだんと雲の切れ間

私の無名山ガイドブック №９５ 

梶原(385.99ｍ) 沃土(484.73m)・ 

春田(399.28m)  

    飯 田 勝 之（会員 10912） 

喜寿お祝い山行 
に参加して 

 
        松 村 豊 寛 (会友 29) 
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から光が見えて、回復の兆しです。事務局の願い

が届いたのかもしれません。喜寿記念山行で過去

最多の参加者と聞くと、喜寿を迎えられた当事者

６人の人柄が引き寄せたのだと感じました。素晴

らしいです。 

早速、皆さんで登山口に集合して、小倉岳

770ｍを目指します。この山は、大分のかくれ

名山のひとつです。歩き始めると、コンクリート

の道が延々と、予想通りです。やっぱりコンクリ

の道はキツイ。でも、道の両側には春の名残の花

がチラホラこれもまた自然との出会いです。山頂

に着くと、三角点もちょっとだけ頭を覗かせ迎え

てくれました。標高 770ｍ喜寿のお祝いにぴっ

たりの山でした。単純な山でしたが、またひとつ 

大分のかくれ名山をクリア。 

山頂から少し下った広場で、喜寿の該当者が前に

出て、おひとり、おひとり、喜寿を迎えられた事

への感謝、祈願、健康や家族への絆など思い思い

の発表を聞いたあと、美酒での乾杯をしました。

皆さんワイワイ盛り上がり、紅白のお餅、お菓子

も美味しかったです。 

こんなに集まることはないと、少し斜面を上が

ったところから、カメラを準備して、撮影に取り

掛かりました。皆さんをファインダーの中に納め

て、覗いていると、皆さんの満面の笑みにこちら

もつられてニッコリ。嬉しい気持ちになりまし

た。次に、日平山 968.7ｍの登山口に移動しま

した。この山名は今年二度目の出会い 鎧ヶ岳の

稜線で！急の登りにヤブコギ、ただただ かき分

け かき分け ついて行くだけ 手足 100％使

って、一休みも二休みもしながら、それこそマイ

ペース 下山が大変だぁと頭をよぎる。こんな山 

単独行は・・・・？と実感。 

でも、山頂からの景色は抜群。これもまたヤブコ

ギのご褒美。食後もカメラを準備して写真撮影

へ、これまた笑顔に溢れ皆さん満足気でした。満

腹のせいかな(笑)小倉岳、日平山 両山ともそれ

なりに良い経験をさせて頂きました。改めてあり 

がとうございました。喜寿の皆様、本当におめで

とうございます！ 

また、2025 年喜寿記念山行を楽しみにして

います。たくさんの笑顔に感謝！ 

喜寿お祝い該当者・・・深草、小竹、松浦、古谷

(耕)、榎園、丸井(元) （６名）  

参加者・・・中野(稔)CL、加藤、首藤、飯田

(勝)、石神、藤澤、境、宮原、工藤、土屋、佐藤

(裕)、平原(健)、笠井、中野(梨)、岩崎、松村、石

川、長野、遠江、後藤、清水(道)、清水(久)、平原

(瑞)、古谷(あ)、青木、飛高、佐藤(美)、諸田、阿

部、中島、河村、

高橋、丸井(弘)、井

口、矢野、三重

野、渡辺(千)、渡辺

(和)、土谷、米田、

濱田 他 1名（計

47 名） 
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2024 年 11月 3 日（日） 

 JAC 宮崎支部と高千穂町の共催で開催される

第３７回宮崎ウエストン祭に参加した。コロナ禍

などのため、私は実に 4年ぶりの参加であった

が、今回当支部からは 12 名が参加していた。 

会場の高千穂町五ヶ所高原の三秀台で、まず午

後 4 時から式典である。小学校児童が台に設置

している鐘を鳴らして開会、山の遭難者へ黙とう

を捧げ、高千穂町長、宮崎支部長の挨拶、来賓の

挨拶、ウエストンに捧ぐ詩の朗読、ウエストン祭

の歌の合唱など。 

式典終了後は会場を近くの野菜の集荷場に移し

て交流会である。夕闇の迫った午後６時から、ま

ず神事が有り、神楽の奉納や飛び入りのギター演

奏。高原はすっかり冷え込んできたが、キャンプ

ファイアーに火が入れられ赤々と燃え上がる炎、

モウソウチクのカッポウ焼酎がふるまわれるよう

になるが、その後が、私が最も待ち遠しかったス

テージ上での地元婦人会のメンバーによるダンス

の披露だ。この踊りが実に上手で、ウイットとユ

ーモアに富んだ振り付けと表情で、毎回とても楽

しませてくれるのだ。 

交流会のあとは再度場所を移して、日本山岳会

メンバーだけの懇親会となる。会場は宿泊場所と

なる「交流センター」で、九州各支部の近況報告

や意見交換会と懇親会だ。 

翌日は自由登山で主催の宮崎支部は祖母山に行

ったが、東九州支部のメンバー(10名)は帰途の

途中にある、竹田市九重野の美女ケ嶽という、と

ても響きの良い名前の山に登ることになった。県

道竹田高千穂線から広域農道（大野川上流南部広

域農道）を入ってすぐの所に林道の入口があっ

た。その林道を入り、やや荒れた山道を登ると稜

線の小鞍部である。左へ名子山と書かれた指標が

あり、そこを右にとって稜線登り、広域農道から

一時間余りで美女ケ嶽の山頂（640m の標高

点）に着いた。名前の由来は分からないが、何の

変哲のない小ピークで、北面の伐採後の斜面から

阿蘇山方面が展望できたのがせめてもの救いだ。 

 

山頂で写真を撮っていると男が１人登ってき

た。それも、福岡県からの来訪とのことで、聞く

と合同新聞のかくれた名山を訪ねているという。

山をやるのはやはり変わり者が多い。 

下山途中の分岐にある指標を頼りに、名子山

(みょうすやま)にも寄り道をすることとなる。聞

いたことのある名前だと思ったら、私が以前三角

点踏査で登ったことのある山だ。分岐から２０分

余りで鈍頂に着いた。木立の中に３等三角点

(579､４m)と小さな山頂標識があった。 

下山後現地解散となったが、帰って記録を紐解

いたら名子山には平成 23 年 1月 23 日に、今

回登った稜線ルートと反対側の名子の集落から里

道を辿りとヤブを漕いで 35 分で登っている 

支部参加者・・・加藤、阿南、飯田(勝)、日向、

宮原、工藤、今川、土屋、神田、遠江、清水

(道)、甲斐(英)（計 12名） 

 

 

 

 

 

 

第 37回宮崎ウエストン際 

に参加して 
飯 田 勝 之(会員 10912)   
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支部会議開催報告 

第 3 回役員会 9 月 26 日（水） 

大分市西部公民館 

１．支部山行について 

２．喜寿登山について 

３．海外遠征の為、支部長留守の対応 

４．大分百山販売について 他 

第 4 回役員会 11 月 27 日（水） 

大分市西部公民館 

１．支部山行について 

２．支部忘年会・忘年山行 

３．本部晩餐会 

４．来期の山行計画 

第 3 回 支部役員会開催予定案内 

日  時･･････令和 7 年 1 月 29 日（水） 

場  所･･････大分市西部公民館 18：30～ 

支部ルーム開催状況 

11 月 1 日(金)  大分市西部公民館 出席者 0 名 

12 月 6 日(金) 大分市西部公民館 出席者 2 名 

1 月 10 日(金)  大分市西部公民館 出席者 2 名 

支部ルーム開催予定 

2 月 7 日（金）大分市西部公民館 18：30 

3 月 7 日（金）大分市西部公民館 18：30 

4 月 4 日（金）大分市西部公民館 18：30 

 

支部からのお知らせ

1 月例山行：涌蓋山縦走 

実 施 日････1 月 26 日（日）  

所要時間：6 時間 距離：8.5 ㎞ 

集合場所：地蔵原または岳湯～八丁原 

参加申し込み期限･･･1 月 14 日で締切ました。 

担当･･･鹿島正隆 

  macpapa@kcf.biglobe.ne.jp  

※地図 湯坪 1/25,000 

2 月例山行：祖母山系縦走 

実 施 日：2 月 16 日（日）  

所要時間：10 時間 距離：12.2 ㎞ 

集合場所････原尻の滝 

集合時間…‥午前 5 時集合 

参加申し込み期限･･･1 月 31 日（金）まで 

担当･･･中野 稔 

参加申し込み･･下記メールにお願いします

zermatt1111nm@gmail.com 

※地図 小原・豊後柏原・見立・祖母山 

1/25,000 

天候によりコースが変わります。 

3 月例山行：元越山（天空ロード） 

実 施 日：３月 23 日（日）  

所要時間：6 時間 距離：11.5 ㎞ 

集合場所････天空ロード登山口駐車場 

集合時間…･･午前 8 時集合 

参加申し込み期限･･･3 月 16 日（日）まで 

担当･･･佐藤 裕之 

参加申し込み･･下記メールにお願いします  

sa10h1952@gmail.com  

※地図 佐伯 畑野浦 1/25,000 

シニアトレッキング 

第三回 鎮南山（536.4ｍ） 

実 施 日：３月 9 日（日） 

集合時間…午前 8 時集合 

集合場所…登山口駐車場 

参加申し込み期限･･･2 月 25 日（火）まで 

申込先：下川 智子  

hukus@yahoo.co.jp 

※地図 臼杵 1/25,000 

4 月例山行：本宮山～霊山縦走 

実 施 日････4 月 6 日（日）  

所要時間：7 時間 距離：16 ㎞ 

集合場所：西寒田神社 

集合時間…午前 8 時集合 

参加申し込み期限･･･3 月 31 日(月)まで 

担当･･･佐藤 彰 

  akiraguitar1015@yahoo.co.jp  

※地図 大分 野津原 1/25,000 

国東半島で集中山行のお知らせ 

日本山岳会本部主催の全国古道調査の集中山行が国

東半島峯道ロングトレイルで実施されます。東九州

mailto:macpapa@kcf.biglobe.ne.jp
mailto:sa10h1952@gmail.com
mailto:hukus@yahoo.co.jp
mailto:akiraguitar1015@yahoo.co.jp


公益社団法人日本山岳会 東九州支部報 第１０８号 令和７年１月２５日（土）発行 

24 

支部が協力団体となりますので、積極的な参加を募

ります。 

① 中山仙境～大不動岩～千燈寺跡など 3 泊コース 

② 霊仙寺・実相院～大不動岩など 2 泊―ス 

③ 無動寺・天念寺・長安寺など１泊コース 

など全部で 8 コースあり 

何れも両子寺地で最後に集合解散 

・詳細が知りたい方はＨＰをご覧ください。 

・月刊「山」の 1 月号にチラシが入る予定ですので

詳しくはご覧ください。 

尚、日本山岳会の会員のみ申込みができます。 

 

2025 年度研修山行 アップスキリング雪山 

① 1 月 25 日（土）アップスキリング雪山 

（雪山を初級から学ぶ）アイゼン歩行、ピッケル

ワーク、ロープワークの基礎 

② 2 月 15 日（土）宇土内谷、三段の滝周辺 

アイスクライミングの基礎 

③ 3 月 1 日（土）～2 日（日）伯耆大山 

山頂（弥山）を目指す。設営技術の習得も 

④ 3 月 20 日（木）～23 日（日）八ヶ岳 

初級バリュエーションの実践 

・少しでも登山技術を伸ばせば、山の世界が広がり

ます。登山道具の相談にも応じますので、参加希

望の方は、お早めにお願いします。 

参加申込・・・安東 桂三 090-5727-9472 

keizoando@xa3.so-net.no.jp まで 

 

・会 員  濱崎 哲也 会員番号 17339  

・会 員  上野 展子 会員番号 17341 

・会 員  河村 典子 会員番号 17342 

・会 友  小山 真奈美 会友番号 300 

後 記  

・三人のアマダブラムの投稿を興味深く読ませて頂

いた。その中で、共通する記述が高度順応のこと

だ。6 千メートルなら当然だろう。富士山だって

あるし、いや、私の知人はスカイツリーで高山

病・・？単なる片頭痛・・？あるんだよ・・・ 

・今年も元日に彦岳で初日の出を見たが、これまで

にない、海面からの日の出を見ることが出来た。

撮った写真を拡大して見たら、彦岳から見た元日

の太陽は宿毛湾沖の、沖ノ島と鵜來島の間の海面

から昇っていたのだ。皆一度地図を見て… 

・今年は巳年だ。都々逸に「曲がりくねったへび道

進み、みどこへ着くやら我が歩み」という唄があ

るという。なんとなく我が人生を思わせる。八十

路を過ぎた今でも…。でも、歩み続けるのがまた

面白くて楽しいのだ。いろんな山、いろんな道、

いろんな出会い 

・昔私は一人でヤブ道を分けながら、高村光太郎の

「僕の前に道はない、僕の後ろに道はできる…」 

の詩を口ずさんでいたものだ。この頃それを山仲

間とヤブを分けながら思い出す。  (K・I) 

※次回の原稿 締切は 3 月末日までです。 

よろしくお願いいたします。（M.N） 

zermatt1111nm@gmail.com まで 
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